
 

 

 

 

 

 
10 月 20 日から 30 日の期間に、学年別でスポーツフェスティバルを開催しました。どの学

年も、はつらつとプレーする姿、多くの笑顔、そして学級関係なく熱い声援を送る姿などがたく
さん見られ、感動の連続でした。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
守山南中学校                    校訓 

学校だより                     「敬愛・自立・躍動」 
R2(2020).11.5                                                          文責 辻本 長一 

１年生 

３年生 

２年生 

◎ 仲間に対して必死に応援する姿、学級みんなで団結して頑張ろうとする姿は、普段の
学校生活では見られないいきいきとした表情でした。 

◎ コロナ禍のため制約ばかりで、当たり前のことが当たり前にできなかった 3年生でした
が、そんな悔しい思いを吹っ飛ばすことができたスポーツフェスティバルでした。 

◎ ドッジボールは男女混合での試合、歓声をあげながら一緒に楽しむ姿が見られました。 
◎ 全員リレーでは、順位関係なく、どの生徒も力を抜かず全力で走る姿が爽やかでした。 
◎ 綱取りでは、制限時間終了の音に気付かないほど、競技に熱中をする場面がありまし
た。勝っても負けても、力を振り絞った満足げな表情が印象的でした。 

◎ 短い期間に、ダンス等の立案から練習、発表までの取り組みを積極的に行いました。 
◎ 当日は、競技やアピールを、力を抜かずに全力でやり切りました。 
◎ 応援を通して、お互いを認め合えました。協力することや、支え合えたことについて、
「うれしい」「楽しいと感じた」といった振り返りの言葉が多く見られました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

〇 授業参観のお礼（保護者の皆さまへ） 
 去る 10 月 13 日、14 日の二日間の授業参観には、多数の保護者の皆さまにご来校いただき、あり
がとうございました。約 600人もの保護者の皆様に参観いただきました。 
 今年度は、新型コロナウィルス感染症等の状況にもよりますが、3 学期 1 月にこうした機会をもう一
度計画したいと考えております。詳細が決まりましたらお知らせします。 

 
秋季交流会 

10月 16日に中体連の新人戦となる秋季交
流会が開催されました。2年生中心の初めての
大会。皆、必死にプレーをしていました。 
そんな中、顧問の先生に繰り返し指導を受け

る場面もありましたが、自分としてチームとして
の課題は何か、見えてきたのではないでしょう
か。目標をもってひたむきに継続して取り組む
ことが、来年の春や夏につながるでしょう。 

守山市中学校文化部作品展示会 
10月 30日から 11月 1日まで市内文化部

の作品展示会が市立図書館で開催されまし
た。部員や家族だけでなく多くの市民の方々に
ご覧いただきました。 

 これからさらに、多くの有名な作品や同級生
の作品から学びながらも、自分自身の独創性
を高めながら、作品づくりにじっくり取り組んで
いきましょう。 

２年生「誕生学」 
10月 5日、講師の先生をお迎えし、2年生

が「命の秘密」について学習を深めました。 
「産まれてくる力」のすごさを知り、「自分を

大切にすること」について考える機会となりまし
た。 
「少し自分に自信が持てるようになった。」

「周りの人に感謝して、毎日を精一杯がんばり
たい。」などの感想がありました。 

中学生広場意見発表 
10月 31日、市内中学生の作品の中から優

秀賞に選ばれた３年生生徒が、青少年育成大
会において、見事に意見発表をしました。 
作品は、コロナ禍の今春、自身が読んだ本か

ら、もっと知りたいと思った自衛隊のことを自分
で調べて、「人を守る仕事」と題してその内容を
まとめたものです。自分で課題を持ち、自ら取り
組んだところがすごいですね。 

生徒会あいさつ運動 
３年生から１，２年生にバトンが渡され

た新生徒会が、少しずつ活動を始めてい
ます。生徒会総務・執行部で取り組む週３
回のあいさつ運動はその一つです。 
登校時、朝にはなかなか元気が出ない

こともありますが、だからこそ、笑顔であ
いさつをされると元気が出ますね。 


